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序　　　　　文

ヴィエトナム国ではドイモイ（刷新）政策後の市場経済化促進により、機械分野における技能労

働者が著しく不足しており、これら技能労働者を養成する人材の確保が求められている。そこで

同国は、ヴィエトナム北部における機械部門の技術者養成拠点校であるハノイ工科短期大学（HIC）

の機械技術者養成能力向上を目的とするプロジェクト方式技術協力を、我が国に要請してきた。

これを受けた国際協力事業団は、1993 年 11 月以降 2 回にわたった基礎調査と事前、短期両調査

結果を踏まえて、プロジェクト実施に必要な協議を行うため、1999 年 11 月 17 日から同28 日まで、

労働省職業能力開発局海外協力課長　飛鳥滋氏を団長とする実施協議調査団を現地に派遣した。同

調査団が討議議事録（R／ D）及びミニッツの署名を取り交わした結果、「ハノイ工科短期大学機

械技術者養成計画」プロジェクトが2000 年 4 月 1 日から5 年間にわたって実施されることとなった。

本報告書は、同調査団の調査・協議結果と、それに先立つ短期調査（1 9 9 9 年7 月1 9 日～8 月5 日：

団長＝労働省職業能力開発局海外協力課海外訓練協力官　掛水正二氏）の報告書を併せ取りまと

めたもので、今後のプロジェクトの展開に広く活用されることを願うものである。

ここに、両調査にご協力いただいた外務省、労働省、雇用・能力開発機構、雇用促進事業団、在

ヴィエトナム日本国大使館など、内外関係各機関の方々に深く謝意を表するとともに、引き続き

一層のご支援をお願いする次第である。

平成1 1 年 12 月

国 際 協力事業団　　

理事　泉　堅二郎　
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